
国 際 展 開 新産業の創出 

スマートプラチナ社会の展開イメージ 

医療の質の向上 
特定疾病等を対象とした

データの利活用 

ヘルス／ライフサポート産業 

 

  

ソーシャルキャピタルの活用 
「地域のつながり」型 

都市型／インセンティブ型 

ネットコミュニティの活用 
ICTリテラシー向上 

新しいワークスタイル 

買物 
外出 

緊急時 
サポート 

ロボット 
技術活用 

食事 

居住地域別 年代別 

医療介護 
情報連携基盤 

 
コミュニティレベル  
     → 広域連携へ 

性別 
疾病別 

医療介護情報連携基盤 

☆解決すべき課題をイノベーションにつなげる 
 ・在宅医療・介護の急増が喫緊の課題 
 ・都市部での救急搬送急増 
 ・患者のQOL↗＋介護・医療従事者の負担↘を 
  実現するイノベーション 
☆課題を強みに転換：アジアの都市に社会システムとして輸出する 

宮古モデル 
低コスト、ミニマルセット 

地域のつながり 

大都市モデル 
在宅センサモニタリング 

分散PHRプラグイン連携基盤 

健康・予防モデル（データ利用） 

☆ビックデータ構築とさまざまな活用 
 ・レセプトデータ 
 ・在宅センサーによる時系列データ 

☆健康・未病の人をどう引き込むか 
☆遠隔医療の活用 

ライフサポート 
☆ヘルス／ライフサポート 
  サービス産業の誕生 
 ・コンシェルジュサービス   
 ・NPO 
 ・自治体サービス 

コミュニティの活用 

☆ネットコミュニティの活用 
 ICTリテラシー向上支援、新しいワークスタイル 
 

☆コミュニティのソーシャルキャピタルの活用 
 相互信頼型 vs 都市型／インセンティブスキームの活用 

非営利サービス 
NPO、郵便局、福祉施設 

自治体の健康向上事業 
(原資：医療・介護費の削減) 

ビジネス 
コンシェルジュサービス 

保険商品、HMOの仕組み            

データの蓄積・活用 

新しいビジネス／サービスの創出 

コミュニティのちからの活用 

検討事項例 
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